■ 



ナポレオン • ボナ バルトの 腹 は、 チ ユイ レリ ー の 観 

台の 上で、 折からの 虹と 対戦す るかの ように 張り合つ 

ていた。 その 剛壮な 腹の 頂点で は、 コル シカ 産の 瑪瑙 

めのう めのう ボタン パリ ー 

の 〔# 「瑪瑙の」 は 底本で は 「瑪瑠 の 匕 釦が巴 里の 半景 

ゆが かす きさき 

を 歪ませながら、 幽かに 妃 の 指紋の ために 曇って いた _ 

ネ— 将軍 は ナポレオンの 背後から、 ル クサ ンブ— ル 

の 空に その 先端 を 消して いる 虹の 足 を 眺めて いた。 す 

ると、 ナポレオン は 不意に ネ ー の 肩に 手 を かけた。 



「T>ich5PIhycia, Eczema, MarTOinEltumJ 

彼 は 頭 を 傾け 変える とボ ナパ ルトに 云つ た。 

「閣下、 これ は 東洋の 墨 をお 用いに ならなければ なり 

ません」 

この 時から、 ナポレオンの 腹の 上に は、 東洋の 墨が 

田虫の 輪郭に 従って、 黒々 と 大きな 地図 を 描き出した。 

しかし、 ナポレオンの 田虫 は 西班牙と はちがつ ていた。 

ま PH* つ. 

彼の 爪が 勃々 たる 雄図 を もって、 彼の 腹 を 引つ 搔き廻 

せば 廻す ほど、 田虫 はます ます 横に 分裂した。 ナボレ 

オンの 腹の 上で、 東洋の 墨 はます ます その 版図 を 拡張 

した。 あたかも それ は、 ナポレオンの 軍馬が 破竹の ご 



呈 して 強まった。 全世界 を 震撼させた ナポレオンの 一 

個の 意志 は、 全力 を 挙げて、 一 枚の 紙の ごとき 田虫と 

共に 格闘した。 しかし、 最後に のた 打ちながら 征服し 

なければ ならなかった もの は、 ナポレオン. ボナ パル 

ト であった。 彼 は 高価な 寝台の 彫刻に 腹 を 当てて、 打 

し し はらば 

ち ひし がれた 獅子の ように 腹這いながら、 奇怪な 哄笑 

を洩 すの だ。 

「余 は ナポレオン. ボナ バルト だ。 余 は 何者 を も 恐れ 

ぬぞ、 余 は ナポレオン. ボナ バルト だ」 

こうして ボナ バルトの 知られざる 夜 はい つも 長く 明 

けて いった。 その 翌日に なると、 彼の 政務の 執行 力 は、 



ナポレオン はジ ェ— ェ— ブロ — の 条約 を 締結して 

ォ ー スト リアから 凱旋す ると、 彼の 糟糠の 妻 ジョセ 

フィヌ を 離婚した。 そうして、 彼 は フランスの 皇帝の 

権威 を 完全に 確立 せんがた め 新しき 皇妃、 十八 歳の マ 

リア • ルイザ を 彼の 敵国 ォ— スト リアから 迎えた。 彼 

女 は ハプス ブルダ 家、 ォ ー スト リア 神聖 羅馬 皇帝の 娘 

である。 彼女の 部屋 はチ ユイ レリ— の 宮殿の 中で、 ナ 

ポ レオンの 寝室の 隣り に 設けられた。 しかし、 新しき 

ナポレオン. ボナ バルト は、 また この 古い 宮殿の 寝室 



にわか まゆげ 

りと 聞え ていた。 と、 俄に 彼の 太い 眉毛 は、 全身の 苦 

ふる 

痛 を 受け 留め て 慄ぇ て 来た。 

「余 は ナポレオン • ボナ バルト だ。 余 は ナポレオン - 

ボナ バルト だ」 

まつ け 

彼 は 足に 纏わる 絹の 夜具 を蹴リ つけた。 

「余 は、 余 は」 

彼 は 張り切った 綱が 切れた ように、 突如と して 笑い 

たち ま しず 

出した。 だが、 忽ち 彼の 笑声が 鎮まる と、 彼の 腹 は 獣 

を 入れた 袋の ように 波打ち 出した。 彼 はがば と 跳ね 

返った。 彼の 片手 は 緞帳の 襞 を ひつ 攫んだ。 紅の 襞 は 

ひとにぎり かん 

鋭い 線 を 一握の 拳の 中に 集めながら、 一 揺れ 毎に 鐶 



「 マ ルメ ー ゾ ン のジ ヨゼフ ィヌ さまのお 夢で) J ざ い ま 

しょう」 

「いや、 余 は モロ— の 奴が 生き返った 夢を見た」 

しつよう かゆ 

と、 ナポレオン は 云いながら、 執拗な 痒 さの ために 

また 全身 を慄 わせた。 

「陛下、 お 寒い ので ございま すか」 

「余 は 胸が 痛む の だ」 

「侍医 をお 呼びいた しまし ようか」 

「いや、 余 は 暫くお 前と 一緒に 眠れば 良い」 

ナポレオン は ルイザの 肩に 手 を かけた。 ルイザ はナ 

せんり つか 、- れし 

ポ レオンの 腕から 戦慄 を嚙み 殺した 力強い 痙攣 を 感じ 



され ませ」 

「寄れ」 

彼女 は 緞帳の 襞に 顔 を 突き 当て、 翻る ように 身 を 躍 

ら せて、 広間の 方へ 馳け 出した。 ナポレオン は 明らか 

に 貴族の 娘の 侮辱 を 見た。 彼 は 彼の 何者よりも 高き 自 

尊 心 を 打ち砕かれた。 彼 は 突っ立ち 上る と 大理石の 鏡 

面 を 片影の ように ヒ つて 行く ハプス ブルダの 娘の 後 姿 

を 睨んで いた。 

「ルイザ」 と 彼 は 叫んだ。 

彼女の 青ざめた 顔が 裸像の 彫刻の 間から 振り返 つ た。 

ナポレオンの 炯々 t とした 眼 は 緞帳の 奥から 輝いて いた。 
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